
は
じ
め
に

鳥
取
県
東
伯
郡
湯
梨
浜
町
石
脇
第
３
遺
跡
森
末
地
区
で
確
認
さ
れ
た
掘
立
柱
建

く
つ
が

物
群
は
、
古
代
山
陰
道
に
置
か
れ
た
「
笏
賀
駅
家
」
の
可
能
性
が
高
い
遺
構
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
建
物
跡
と
と
も
に
瓦
が
出
土
し
て
い
る
が
、

山
陽
道
を
除
い
て
駅
家
で
瓦
葺
建
物
が
知
ら
れ
て
い
な
い
た
め
に
問
題
が
残
さ
れ

て
い
る
。
地
方
官
衙
に
お
け
る
瓦
葺
建
物
は
律
令
支
配
の
道
具
の
一
つ
と
し
て
、

宮
都
の
荘
厳
化
と
連
動
し
、
律
令
国
家
の
威
信
を
示
し
地
方
支
配
を
支
え
る
た
め

に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、「
笏
賀
駅
家
」
が
瓦
葺
建
物
で
あ
っ
た
の
か
は
、
律
令
国

家
が
山
陰
道
の
駅
家
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
て
い
た
か
を
知
る
上
で
も
重
要
な

問
題
と
考
え
る
。
そ
こ
で
石
脇
第
３
遺
跡
森
末
地
区
に
つ
い
て
、
遺
跡
の
性
格
や

時
期
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

一

石
脇
第
３
遺
跡
森
末
地
区
の
概
要

石
脇
第
３
遺
跡
森
末
地
区
は
、
山
陰
道
が
通
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
湯

梨
浜
町
石
脇
（
旧
泊
村
）
に
所
在
す
る
。
こ
こ
は
発
掘
調
査
前
か
ら
、
旧
泊
村
石

脇
に
あ
っ
た
小
字
の
「
久
塚
」
が
「
河
村
郡
笏
賀
郷
」
や
「
笏
賀
駅
家
」
に
通
じ

る
遺
存
地
と
し
て
、
伯
耆
国
最
東
端
の
笏
賀
駅
家
に
比
定
さ
れ
て
い
た
地
区
に
あ

た
り
、
近
く
を
山
陰
道
が
通
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
た
（
中
林
一
九
七
八
）。

遺
跡
は
南
向
き
の
斜
面
に
立
地
し
、
古
代
の
遺
構
は
溝
で
不
整
な
方
形
に
区
画

さ
れ
た
中
に
掘
立
柱
建
物
跡
６
棟
、
竪
穴
住
居
１
軒
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
牧

本
一
九
九
八
、
第
１
図
）。
そ
の
な
か
の
中
心
建
物
は
掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ
０
１
で

あ
り
、
桁
行
４
間
×
梁
行
３
間
の
側
柱
式
建
物
で
柱
穴
掘
方
も
一
メ
ー
ト
ル
と

大
き
い
。
他
の
掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ
０
２
〜
０
５
は
Ｓ
Ｂ
０
１
上
方
の
斜
面
部
に
位

置
し
、
Ｓ
Ｂ
０
１
と
主
軸
を
ほ
ぼ
揃
え
て
お
り
、
こ
の
う
ち
Ｓ
Ｂ
０
２
・
０
４
は

Ｓ
Ｂ
０
１
と
同
時
期
と
さ
れ
る
。
一
方
、
Ｓ
Ｂ
０
６
は
Ｓ
Ｂ
０
１
の
南
西
に
近
接

山
陰
に
お
け
る
古
代
地
方
官
衙
荘
厳
化
の
一
端
に
つ
い
て
―
鳥
取
県
石
脇
第
３
遺
跡
を
中
心
に
―＊
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す
る
が
、
主
軸
が
異
な
り
地
形
に
沿
っ
て
建
ち
、
両
建
物
が
同
時
期
に
機

能
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
森
末
地
区
の
掘
立
柱
建
物
群
は

Ｓ
Ｂ
０
１
を
中
心
に
し
て
数
棟
で
構
成
さ
れ
る
。
瓦
は
区
画
の
溝
内
か
ら

も
出
土
し
て
お
り
、
建
物
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
が
瓦
葺
建
物
の
他
に
瓦

葺
き
の
塀
も
存
在
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
確
認
さ
れ
た
掘
立

柱
建
物
跡
６
棟
は
、
奈
良
・
平
安
時
代
か
ら
十
二
・
十
三
世
紀
ご
ろ
ま
で

の
長
期
間
存
続
し
、
遺
跡
の
立
地
状
況
、
出
土
瓦
な
ど
の
遺
物
、
遺
跡
周

辺
に
遺
存
し
て
い
る
地
名
（
久
津
賀
、
久
塚
）
が
延
喜
式
に
記
載
さ
れ
た

「
笏
賀
駅
家
」
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
古
代
の
「
笏
賀
駅
家
」

と
関
連
が
深
い
と
さ
れ
た
（
牧
本
一
九
九
八
）。

二

瓦
葺
建
物
の
再
検
討

わ
た
し
も
石
脇
第
３
遺
跡
森
末
地
区
の
笏
賀
駅
家
説
を
支
持
す
る
。
た

だ
し
、
官
衙
施
設
と
し
て
機
能
し
た
年
代
や
瓦
葺
建
物
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
検
討
す
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
こ
こ
で
は
瓦
の
分
析
を

通
し
て
建
物
の
復
元
を
行
い
、
官
衙
施
設
の
年
代
等
を
検
討
し
山
陰
道
に

お
け
る
駅
家
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

１

瓦
葺
建
物

報
告
に
よ
れ
ば
、
溝
で
方
形
に
区
画
さ
れ
た
中
に
瓦
葺
き
の
建
物
を
推

定
す
る
他
に
、
Ｓ
Ｄ
０
２
・
０
３
の
底
面
に
ピ
ッ
ト
が
掘
り
込
ま
れ
て
い

る
点
か
ら
瓦
葺
き
の
塀
も
存
在
し
て
い
た
と
み
て
い
る
。
し
か
し
、
ピ
ッ

ト
に
明
確
な
柱
痕
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
溝
か
ら
出
土
し
た
瓦

は
小
破
片
が
多
く
、
葺
か
れ
た
建
物
か
ら
二
次
的
に
動
い
て
溝
に
入
っ
た

第１図 石脇第３遺跡森末地区の古代遺構配置図

山
陰
に
お
け
る
古
代
地
方
官
衙
荘
厳
化
の
一
端
に
つ
い
て
―
鳥
取
県
石
脇
第
３
遺
跡
を
中
心
に
―

二



（
１
）

も
の
と
推
定
で
き
、
瓦
葺
き
の
塀
を
想
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
う
。

瓦
は
、
も
っ
と
も
大
型
で
中
心
的
な
建
物
で
あ
る
Ｓ
Ｂ
０
１
に
葺
か
れ
た

可
能
性
が
高
い
と
み
て
お
く
。
礎
石
建
物
で
は
な
く
、
掘
立
柱
建
物
に
瓦

が
葺
か
れ
た
例
は
、
地
方
官
衙
で
は
下
野
国
府
跡
の
国
庁
二
期
脇
殿
、
陸

奥
国
玉
造
郡
衙
の
名
生
館
遺
跡
二
期
郡
庁
正
殿
、
仏
堂
で
は
千
葉
県
大
塚

前
遺
跡
な
ど
で
確
認
さ
れ
て
お
り
問
題
は
な
い
。
瓦
は
古
代
山
陰
道
を
見

下
ろ
す
高
台
の
中
心
建
物
Ｓ
Ｂ
０
１
に
葺
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

２

瓦
の
分
析

（
２
）

石
脇
第
３
遺
跡
森
末
地
区
か
ら
出
土
し
た
瓦
を
検
討
す
る
。
軒
丸
瓦
は

２
点
あ
り
、
そ
の
瓦
当
文
様
は
無
文
で
１
点
は
外
区
が
突
出
し
、
も
う

（
３
）

１
点
は
平
坦
と
な
っ
て
い
る
（
第
２
図
１
・
２
）。
文
様
面
は
ヘ
ラ
削
り

後
に
な
で
て
整
形
し
て
い
る
。
類
例
は
な
い
。

平
瓦
・
丸
瓦
は
模
骨
痕
跡
を
残
し
た
桶
巻
作
り
で
、
凸
面
を
タ
テ
に
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ
し
叩
き
痕
跡
を
残
さ
な
い
点
が
特
徴
で
あ
る
。
丸
瓦
は
有
段
式

で
、
段
部
の
凹
面
は
ほ
ぼ
無
段
と
な
っ
て
お
り
、
凸
面
側
を
強
く
指
で
ナ

デ
つ
け
て
段
を
作
る
（
第
２
図
３
）。
こ
う
し
た
有
段
式
丸
瓦
は
他
に
知

ら
な
い
。

同
じ
河
村
郡
内
の
野
方
廃
寺
・
弥
陀
ケ
平
廃
寺
と
は
大
き
く
軒
先
瓦
、

平
瓦
、
丸
瓦
の
特
徴
が
異
な
る
。
野
方
廃
寺
・
弥
陀
ケ
平
廃
寺
に
無
文
の

軒
丸
瓦
は
な
い
（
眞
田
一
九
八
〇
）。
両
寺
か
ら
有
段
式
丸
瓦
は
出
土
し
て

い
る
が
、
石
脇
第
３
遺
跡
例
と
は
異
な
る
作
り
で
あ
る
。
現
状
で
は
、
石

脇
第
３
遺
跡
森
末
地
区
の
軒
先
瓦
は
、
他
の
寺
跡
出
土
瓦
な
ど
と
の
比
較

の
中
で
は
系
譜
・
年
代
等
の
位
置
付
け
が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
瓦
の
年

１０cm

２

第２図 軒丸瓦（１・２）、丸瓦（３）実測図
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代
に
つ
い
て
は
、
平
瓦
・
丸
瓦
の
製
作
技
法
か
ら
み
る
。
石
脇
第
３
遺
跡
森
末
地

区
出
土
瓦
は
平
瓦
・
丸
瓦
と
も
桶
巻
作
り
で
あ
り
、
伯
耆
国
内
で
は
国
分
寺
・
国

府
に
お
い
て
平
瓦
が
一
枚
作
り
に
な
っ
て
い
る
点
か
ら
、
八
世
紀
半
ば
ま
で
下
が

る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
瓦
の
特
徴
が
白
鳳
期
に
創
建
さ

れ
た
野
方
廃
寺
・
弥
陀
ケ
平
廃
寺
例
と
大
き
く
異
な
り
、
細
か
な
年
代
の
位
置
付

け
は
難
し
い
。
こ
こ
で
は
森
末
地
区
か
ら
出
土
し
た
土
器
類
の
年
代
を
参
考
に
し

て
、
石
脇
第
３
遺
跡
森
末
地
区
出
土
瓦
に
つ
い
て
は
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
前
葉

に
位
置
付
け
て
お
く
。

次
に
、
瓦
葺
建
物
の
屋
根
景
観
を
検
討
す
る
。
瓦
葺
建
物
で
は
屋
根
が
総
瓦
葺

き
で
あ
る
か
、
甍
棟
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
軒
先
瓦
だ
け
で

な
く
出
土
し
た
平
瓦
・
丸
瓦
の
す
べ
て
に
つ
い
て
数
量
を
調
べ
た
。
そ
の
結
果
は

次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

・
軒
丸
瓦：

２
点

・
平
瓦：

破
片
数
１１１
、
隅
数
６
、（
幅
二
分
の
一
以
上
の
残
存
数
１
）

・
丸
瓦：

破
片
数
３８
、
隅
数
３
、（
幅
二
分
の
一
以
上
の
残
存
数
０
）

・
平
・
丸
瓦
不
明：

破
片
数
２２

・
備
考：

軒
平
瓦
、
隅
切
瓦
は
未
出
土
。

こ
れ
ま
で
は
瓦
の
量
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
総
瓦
葺
き
で
は
な
い
と
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
屋
根
景
観
を
復
元
す
る
た
め
に
は
量
だ
け
で
な
く
、
軒
平
瓦
と
平

瓦
・
丸
瓦
の
量
比
等
を
総
合
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
瓦
の
総
数
は
１
７
３

点
と
少
な
い
が
、
平
瓦
と
丸
瓦
の
出
土
比
率
が
隅
数
で
平
瓦
２
に
対
し
て
丸
瓦
１
、

破
片
数
で
約
３
対
１
で
あ
り
、
軒
丸
瓦
の
点
数
も
少
な
い
点
か
ら
、
建
物
は
甍

棟
で
は
な
く
総
瓦
葺
き
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。
丹
線
が
付
い
た
瓦

は
出
土
し
て
お
ら
ず
、
建
物
本
体
の
丹
塗
り
の
有
無
は
不
明
で
あ
る
。

３

建
物
の
年
代

掘
立
柱
建
物
群
を
中
心
と
す
る
施
設
の
年
代
を
み
て
お
く
。
掘
立
柱
建
物
群
の

年
代
に
つ
い
て
、
報
告
で
は
奈
良
・
平
安
時
代
か
ら
十
二
・
十
三
世
紀
ご
ろ
ま
で

と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
も
う
少
し
限
定
で
き
る
と
思
う
。
建
物
群
の
創
建
年
代

に
つ
い
て
は
、
須
恵
器
坏
Ｈ
の
な
か
で
も
っ
と
も
小
型
の
口
径
１０
㎝
以
下
の
も
の
や

区
画
溝
Ｓ
Ｄ
０
２
か
ら
カ
エ
リ
を
持
つ
須
恵
器
坏
蓋
が
出
土
し
て
い
る
点
か
ら
、

七
世
紀
第
４
四
半
期
か
ら
末
頃
に
位
置
付
け
ら
れ
る
（
第
３
図
）。
森
末
地
区
で

は
そ
れ
以
前
は
古
墳
時
代
中
期
ま
で
遺
構
・
遺
物
が
確
認
さ
れ
な
い
点
か
ら
、
こ

れ
ら
は
古
代
の
掘
立
柱
建
物
群
に
伴
う
土
器
で
あ
り
、
建
物
群
の
創
建
が
こ
の
時

期
に
あ
る
こ
と
を
示
す
。

存
続
年
代
に
つ
い
て
は
、
報
告
で
は
良
好
な
出
土
遺
物
が
な
い
と
し
た
上
で
、

「
出
土
遺
物
か
ら
推
定
さ
れ
る
年
代
は
奈
良
・
平
安
時
代
か
ら
十
二
・
十
三
世
紀
ご

ろ
と
考
え
ら
れ
、
長
期
間
存
続
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
」
と
指
摘
す
る
（
牧

本
一
九
九
八－

三
一
八
頁
）。
掘
立
柱
建
物
跡
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
が

建
て
直
さ
れ
た
形
跡
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
Ｓ
Ｂ
０
１
北
側
の
Ｓ
Ｂ
０
２
〜
０
５

が
重
複
し
、
複
数
時
期
に
わ
た
っ
て
建
て
替
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
中
心
建

物
と
み
ら
れ
る
Ｓ
Ｂ
０
１
は
建
て
替
え
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
掘
立

柱
建
物
跡
の
あ
り
方
か
ら
み
る
と
、
二
な
い
し
三
時
期
ほ
ど
の
変
遷
が
推
定
で
き

る
だ
け
で
あ
り
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
掘
立
柱
建
物
が
設
置
さ
れ
た
可
能
性
は
低

い
の
で
は
な
い
か
。
古
代
の
土
器
類
の
出
土
量
が
少
な
い
と
い
う
点
は
あ
る
が
、

十
二
世
紀
代
の
白
磁
や
勝
間
田
系
須
恵
器
は
出
土
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
そ
れ

に
先
行
す
る
九
〜
一
〇
世
紀
代
の
遺
物
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
本
遺
跡

の
時
期
は
、
大
き
く
古
代
（
七
世
紀
第
４
四
半
期
〜
八
世
紀
代
）
と
中
世
（
十
二

・
十
三
世
紀
代
）
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
間
の
九
〜
一
〇
世
紀
代
に
建
物

山
陰
に
お
け
る
古
代
地
方
官
衙
荘
厳
化
の
一
端
に
つ
い
て
―
鳥
取
県
石
脇
第
３
遺
跡
を
中
心
に
―

四
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第３図 石脇第３遺跡森末地区出土土器実測図
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が
設
け
ら
れ
た
可
能
性
は
低
い
。

石
脇
第
３
遺
跡
森
末
地
区
の
掘
立
柱
建
物
群
は
、
遺
構
の
変
遷
や
出
土
遺
物

（
瓦
・
土
器
）
か
ら
み
る
と
七
世
紀
第
４
四
半
期
頃
か
ら
八
世
紀
代
に
わ
た
っ
て

（
４
）

機
能
し
て
い
た
と
考
え
る
。

三

遺
跡
の
性
格

古
代
の
瓦
葺
建
物
は
地
方
で
は
寺
院
か
官
衙
に
限
ら
れ
る
。
調
査
で
仏
教
に
関

わ
る
遺
物
は
出
土
し
て
お
ら
ず
、
官
衙
で
あ
ろ
う
。

延
喜
式
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
笏
賀
駅
家
」
の
比
定
地
に
つ
い
て
、「
笏
賀
」
と

い
う
地
名
は
一
般
的
な
も
の
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
「
久

津
賀
村
」
や
「
久
塚
」
と
い
う
遺
称
地
名
が
あ
る
石
脇
地
区
周
辺
に
、
平
安
時
代

（
九
世
紀
以
降
）
に
は
延
喜
式
記
載
の
「
笏
賀
駅
家
」
が
置
か
れ
て
い
た
と
考
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、
石
脇
第
３
遺
跡
森
末
地
区
で
確
認
さ
れ
た
、
瓦
葺
建

物
か
ら
な
る
施
設
が
機
能
し
た
年
代
は
八
世
紀
代
ま
で
で
、
九
世
紀
以
降
は
機
能

を
失
う
。
し
た
が
っ
て
、
延
喜
式
に
記
載
さ
れ
た
九
世
紀
以
降
の
「
笏
賀
駅
家
」

は
、
別
の
地
点
に
移
転
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
鳥
取
県
石
脇
第
３
遺
跡
森
末
地
区

の
掘
立
柱
建
物
群
は
、
延
喜
式
に
記
載
さ
れ
た
平
安
時
代
の
駅
家
に
先
行
す
る
移

転
前
の
奈
良
時
代
「
笏
賀
駅
家
」
と
考
え
る
。

鳥
取
県
石
脇
第
３
遺
跡
森
末
地
区
の
関
連
遺
跡
と
し
て
、
約
三
百
メ
ー
ト
ル
西

側
に
寺
戸
第
１
遺
跡
が
位
置
す
る
。
寺
戸
第
１
遺
跡
か
ら
七
世
紀
末
か
ら
九
世

紀
後
半
の
掘
立
柱
建
物
や
竪
穴
住
居
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、「
立
地
的
に
不
利
な
条

件
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
大
型
の
建
物
が
並
ん
で
い
る
と
推
定
さ
れ
、
さ
ら
に
、

赤
色
塗
彩
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
回
転
台
土
師
器
、
完
形
の
製
塩
土
器
（
焼
塩
土
器
）

な
ど
が
出
土
し
て
お
り
、
全
く
の
一
般
集
落
と
は
考
え
難
い
。
掘
立
柱
建
物
の
う

ち
Ｓ
Ｂ
０
４
は
主
軸
方
向
が
Ｎ
―
８
６
度
―
Ｅ
と
、
森
末
地
区
Ｓ
Ｂ
０
１
と
一
致

す
る
な
ど
の
共
通
点
も
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
森
末
地
区
と
何
ら
か
の
関
係

が
あ
っ
た
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
牧
本
一
九
九
八
）。

寺
戸
第
１
遺
跡
は
、「
笏
賀
駅
家
」
の
石
脇
第
３
遺
跡
と
関
わ
る
遺
跡
で
あ
り
、

存
続
期
間
が
九
世
紀
以
降
に
続
く
点
か
ら
石
脇
第
３
遺
跡
に
あ
っ
た
「
笏
賀
駅
家
」

の
機
能
を
九
世
紀
代
に
引
き
継
い
だ
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、
寺
戸
第
１
遺
跡

で
確
認
さ
れ
て
い
る
遺
構
に
つ
い
て
は
、
牧
本
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
駅
館
本
体

そ
の
も
の
で
は
な
く
駅
家
に
関
わ
る
施
設
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
笏
賀
駅
の
移

転
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
八
峠
氏
が
「
寺
戸
遺
跡
で
は
製
塩
（
焼
塩
）
土
器
の
埋

納
遺
構
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
森
末
地
区
よ
り
古
代
の
遺
構
は
多
い
。
駅
家

の
移
動
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
」
と
指
摘
す
る
（
八
峠

二
〇
〇
四
）。

遺
構
・
遺
物
（
瓦
・
土
器
）
を
検
討
し
た
結
果
、
石
脇
第
３
遺
跡
森
末
地
区
は

七
世
紀
第
４
四
半
期
か
ら
八
世
紀
代
に
わ
た
っ
て
瓦
葺
建
物
か
ら
な
る
「
笏
賀
駅

家
」
と
し
て
機
能
し
た
と
考
え
た
。
そ
の
後
、
平
安
時
代
（
九
世
紀
以
降
）
に
は

駅
の
機
能
を
失
っ
た
と
み
ら
れ
る
点
か
ら
、
山
陰
道
を
は
さ
ん
で
約
三
〇
〇
メ
ー

ト
ル
西
側
の
寺
戸
第
１
遺
跡
な
ど
が
「
笏
賀
駅
」
と
し
て
の
機
能
を
受
け
継
い
だ

可
能
性
が
あ
る
。

四

石
脇
第
３
遺
跡
森
末
地
区
の
性
格

石
脇
第
３
遺
跡
森
末
地
区
を
山
陰
道
の
駅
家
と
す
る
と
、
瓦
葺
建
物
で
あ
り
山

陽
道
を
除
く
と
き
わ
め
て
異
例
と
な
る
。

た
だ
し
、
近
年
の
島
根
県
中
祖
遺
跡
の
調
査
で
、
八
世
紀
後
半
の
瓦
葺
き
の
礎

石
建
物
が
確
認
さ
れ
、
石
見
国
に
設
置
さ
れ
た
「
樟
道
駅
家
」
の
可
能
性
が
指
摘

山
陰
に
お
け
る
古
代
地
方
官
衙
荘
厳
化
の
一
端
に
つ
い
て
―
鳥
取
県
石
脇
第
３
遺
跡
を
中
心
に
―
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さ
れ
て
い
る
。
中
祖
遺
跡
で
は
２
間
×
２
間
の
瓦
葺
き
の
礎
石
建
物
が
確
認
さ
れ
、

瓦
の
分
析
か
ら
熨
斗
棟
の
総
柱
式
建
物
に
な
る
（
第
４
図
）。
土
器
か
ら
み
る
と
、

八
世
紀
後
半
か
ら
一
〇
世
紀
前
後
ま
で
の
奈
良
時
代
後
半
か
ら
平
安
時
代
前
半
に

存
続
し
て
い
た
施
設
で
あ
る
。
仏
具
的
な
遺
物
が
出
土
し
な
い
点
か
ら
寺
院
・
仏

堂
で
は
な
く
、
邇
摩
郡
衙
の
出
先
機
関
に
伴
う
倉
庫
、
山
陰
道
樟
道
駅
の
駅
楼
、

樟
道
駅
の
駅
雑
舎
と
し
て
の
倉
庫
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
角
田
二
〇
〇

八
）。
中
祖
遺
跡
が
所
在
す
る
福
光
地
区
周
辺
に
は
、
古
代
山
陰
道
が
通
る
と
す
る

説
が
あ
る
。
神
氏
は
福
光
地
区
に
お
い
て
古
代
交
通
路
関
係
の
地
名
を
検
討
し
、

都
合
（
津
合
・
都
郷
）
と
い
う
地
名
に
つ
い
て
津
の
郷
を
通
る
道
の
意
味
と
す
る

と
樟
道
に
つ
な
が
り
、
そ
の
近
く
に
字
「
大
道
ケ
廻
」
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
古
代

山
陰
道
と
の
関
わ
り
を
想
定
す
る
（
神
二
〇
〇
八
）。
中
祖
遺
跡
の
付
近
を
山
陰
道

が
通
過
し
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
中
祖
遺
跡
は
駅
家
に
関
わ
る
可
能
性
が
高
い
。

中
祖
遺
跡
は
土
器
類
が
礎
石
建
物
付
近
か
ら
多
く
出
土
す
る
点
か
ら
倉
庫
と
は
考

え
難
く
、
山
陽
道
の
野
磨
駅
（
落
地
遺
跡
飯
坂
地
区
）
や
布
勢
駅
家
（
小
犬
丸
遺

跡
）
の
駅
館
周
辺
か
ら
も
土
器
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
て
い
る
点
を
参
考
に
す
る

と
、
建
物
規
模
は
小
さ
い
が
駅
家
に
関
わ
る
施
設
で
、
駅
館
あ
る
い
は
駅
楼
の
可

能
性
が
あ
る
。

中
祖
遺
跡
は
奈
良
時
代
の
八
世
紀
後
半
代
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
前
の

駅
家
は
別
地
点
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
平
安
時
代
初
期
は
駅
伝
制
の
改
変
と
そ

れ
に
関
連
し
て
駅
路
・
伝
路
の
整
理
統
合
が
行
わ
れ
た
古
代
道
路
の
再
編
期
で
あ

る
（
木
下
二
〇
〇
四
）。
中
祖
遺
跡
が
駅
家
だ
っ
た
と
し
て
も
奈
良
時
代
後
半
以
降

の
も
の
で
、
駅
家
や
駅
路
の
変
更
の
可
能
性
を
想
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
山

陰
道
に
お
い
て
も
全
国
的
な
道
路
再
編
時
に
駅
家
の
再
編
・
移
転
な
ど
が
行
わ
れ

た
可
能
性
が
あ
る
。
同
じ
時
期
前
後
に
石
脇
第
３
遺
跡
森
末
地
区
に
あ
っ
た
「
笏

賀
駅
家
」
も
移
転
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
両
遺
跡
の
あ
り
方
は
山
陰
道
の
再

編
に
関
わ
る
一
端
を
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

山
陰
道
で
は
駅
家
の
可
能
性
が
高
い
石
脇
第
３
遺
跡
森
末
地
区
と
中
祖
遺
跡
で

瓦
葺
き
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
事
実
は
、
山
陽
道
だ
け
で
な
く
他
で
も
駅
家
が
瓦

葺
き
で
あ
る
こ
と
を
検
討
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
特
に
、
石

脇
第
３
遺
跡
森
末
地
区
で
は
建
物
が
、
奈
良
時
代
に
瓦
葺
き
と
な
っ
て
い
た
点
で

注
目
で
き
る
。
山
陽
道
で
も
、
同
じ
頃
に
駅
家
が
瓦
葺
建
物
と
し
て
造
営
さ
れ
て

第４図 中祖遺跡礎石建物跡実測図
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い
た
か
ら
で
あ
る
（
高
橋
一
九
九
五
）。

古
代
に
お
い
て
、
道
路
は
実
用
性
を
越
え
大
規
模
で
直
線
的
な
実
態
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
特
に
山
陽
道
は
都
と
大
宰
府
を
結
ぶ
道
と
し
て
重
要
視
さ
れ
、

道
路
の
格
付
け
も
大
路
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。
山
陽
道
に
面
し
た
駅
家

は
、
通
過
す
る
蕃
客
（
新
羅
）
の
使
者
に
対
し
て
国
家
の
威
信
を
見
せ
る
た
め
に

柱
を
丹
塗
り
し
た
瓦
葺
き
の
礎
石
建
物
と
し
て
造
営
さ
れ
た
（
高
橋
一
九
九
五
）。

近
年
の
調
査
で
、
兵
庫
県
落
地
飯
坂
遺
跡
で
野
磨
駅
家
、
兵
庫
県
龍
野
市
小
犬
丸

遺
跡
で
布
勢
駅
家
が
調
査
さ
れ
、
丹
塗
り
さ
れ
た
荘
厳
な
瓦
葺
き
の
駅
家
が
山
陽

道
に
面
し
て
い
た
姿
が
確
認
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
、
山
陽
道
以
外
で
は
確
実
な
駅
家
と
さ
れ
る
遺
跡
は
確
認
さ
れ
て
お

ら
ず
、
山
陽
道
以
外
の
駅
家
の
多
く
は
瓦
葺
き
建
物
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
高

い
と
み
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
山
陰
道
の
駅
家
の
な
か
に
瓦
葺
建
物

（
５
）

が
建
っ
て
い
た
こ
と
は
注
目
で
き
る
。
山
陽
道
の
駅
家
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う

に
、
地
方
官
衙
の
瓦
葺
建
物
は
国
家
の
威
信
を
表
示
す
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
。

石
脇
第
３
遺
跡
森
末
地
区
は
山
陰
道
を
見
下
ろ
す
高
台
に
あ
り
、
そ
こ
に
立
つ
瓦

葺
き
の
駅
家
は
国
家
の
威
信
を
示
す
施
設
と
し
て
奈
良
時
代
前
半
に
造
営
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
。

五

地
方
官
衙
荘
厳
化
と
山
陰
道
駅
家

石
脇
第
３
遺
跡
森
末
地
区
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

・
従
来
、
推
定
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
石
脇
第
３
遺
跡
森
末
地
区
・
笏
賀
駅
家
説
を

支
持
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
こ
の
地
点
に
お
け
る
駅
家
の
存
続
期
間
は
七
世
紀
第

４
四
半
期
頃
か
ら
八
世
紀
代
で
、
そ
れ
以
降
の
平
安
時
代
に
つ
い
て
は
別
の
地
点

（
寺
戸
第
１
遺
跡
な
ど
）
に
移
転
し
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
た
。

・
石
脇
第
３
遺
跡
森
末
地
区
に
建
っ
て
い
た
瓦
葺
建
物
は
総
瓦
葺
き
で
あ
り
、
瓦

か
ら
み
る
と
伯
耆
国
分
寺
創
建
期
（
国
府
整
備
期
）
に
先
行
し
て
八
世
紀
前
葉
ま

で
に
建
て
ら
れ
た
。

わ
た
し
は
こ
れ
ま
で
、
地
方
官
衙
の
礎
石
建
物
や
瓦
葺
建
物
の
採
用
に
つ
い
て
、

官
衙
の
成
立
と
展
開
の
視
点
か
ら
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
な
か
で
国
府
は
天

武
朝
期
に
国
境
が
確
定
し
、
常
駐
官
と
し
て
国
司
が
派
遣
さ
れ
る
七
世
紀
末
か
ら

八
世
紀
初
頭
ま
で
に
は
全
国
的
に
国
庁
を
中
心
に
設
置
さ
れ
、
下
野
国
府
や
常
陸

国
府
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
成
立
期
の
国
庁
に
瓦
葺
建
物
を
採
用
す
る
例
も
認
め
ら

れ
る
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
七
世
紀
末
は
古
代
律
令
国
家
の
成
立
時
期
で
あ
り
、

藤
原
宮
で
は
宮
殿
と
し
て
初
め
て
瓦
葺
建
物
が
造
営
さ
れ
る
。
こ
の
こ
ろ
地
方
官

衙
の
整
備
が
本
格
的
に
な
さ
れ
、
藤
原
宮
の
荘
厳
化
が
国
府
や
郡
衙
の
造
営
・
整

備
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
た
（
大
橋
二
〇
〇
五
・
二
〇
〇
七
）。
そ
れ
に

続
く
八
世
紀
前
葉
は
、
行
政
機
能
の
充
実
を
背
景
と
し
て
国
府
の
諸
施
設
が
整
備

さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
国
府
整
備
期
の
八
世
紀
前
葉
に
、
多
く
の
国
に
お
い
て
国

庁
を
中
心
に
し
て
瓦
葺
建
物
が
採
用
さ
れ
、
郡
衙
施
設
も
高
質
化
し
超
大
型
の
倉

（
法
倉
）
が
礎
石
建
物
と
し
て
建
設
さ
れ
て
い
く
（
大
橋
二
〇
〇
八
）。
こ
う
し
た

な
か
、
平
城
京
で
は
邸
宅
を
丹
塗
り
の
瓦
葺
建
物
に
す
る
よ
う
に
と
の
命
令
が
出

さ
れ
、
都
の
荘
厳
化
が
計
ら
れ
た
。
同
じ
く
、
山
陽
道
で
も
外
国
使
節
が
往
来
す

る
播
磨
、
備
後
な
ど
の
道
に
面
し
た
駅
家
を
瓦
葺
粉
壁
に
す
る
政
策
が
と
ら
れ
、

実
際
に
山
陽
道
の
駅
家
が
蕃
客
に
備
え
て
瓦
葺
粉
壁
で
あ
っ
た
点
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。

こ
こ
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
山
陰
道
の
伯
耆
国
、
石
見
国
に
お
い
て
も

駅
家
が
瓦
葺
建
物
と
し
て
造
営
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

山
陰
に
お
け
る
古
代
地
方
官
衙
荘
厳
化
の
一
端
に
つ
い
て
―
鳥
取
県
石
脇
第
３
遺
跡
を
中
心
に
―

八



山
陰
道
を
見
下
ろ
す
石
脇
第
３
遺
跡
森
末
地
区
に
建
っ
て
い
た
瓦
葺
建
物
は
、
対

外
的
な
視
覚
効
果
を
目
的
と
し
て
造
営
さ
れ
た
駅
家
で
あ
り
、
律
令
国
家
の
荘
厳

化
政
策
の
一
端
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

駅
家
は
国
司
の
管
理
下
の
施
設
で
あ
り
、
古
代
山
陰
道
の
「
笏
賀
駅
家
」
や
「
樟

道
駅
家
」
が
瓦
葺
き
の
施
設
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
点
か
ら
み
る
と
、
伯
耆
国

お
よ
び
石
見
国
に
置
か
れ
た
他
の
駅
家
に
つ
い
て
も
瓦
葺
き
と
な
っ
て
い
た
か
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
で
に
、
角
田
氏
が
石
見
地
域
に
お
い
て
山
陰
道
沿
い

に
瓦
を
出
土
す
る
遺
跡
が
点
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
こ
う
し
た
瓦
を
使
用

し
た
遺
跡
の
中
に
寺
で
は
な
く
駅
家
を
含
め
た
官
衙
施
設
が
あ
っ
た
可
能
性
を
指

摘
し
て
い
る
（
角
田
二
〇
〇
八
）。

今
後
、
山
陰
道
に
設
置
さ
れ
た
駅
家
に
つ
い
て
、
国
府
・
郡
衙
な
ど
の
地
方
官

衙
を
含
め
て
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

末
筆
な
が
ら
、
渡
辺
貞
幸
先
生
の
退
職
に
際
し
て
こ
れ
ま
で
の
ご
指
導
に
御
礼

を
申
し
上
げ
、
先
生
の
今
後
の
ご
健
康
と
ご
発
展
を
祈
念
し
ま
す
。

註（
１
）
報
告
さ
れ
た
牧
本
氏
も
、
現
在
は
塀
を
復
元
す
る
案
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
他
に
も
い
ろ
い
ろ
と
ご
教
示
を
い
た

だ
き
、
本
論
を
作
成
す
る
上
で
参
考
に
な
っ
た
。
深
謝
し
た
い
。

（
２
）
石
脇
第
３
遺
跡
お
よ
び
野
方
廃
寺
の
資
料
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
湯
梨
浜

町
教
育
委
員
会
の
宮
川
紳
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
謝
意
を
表
し
た
い
。

（
３
）
報
告
で
は
瓦
当
文
様
は
剥
離
の
た
め
に
不
明
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
見
し
た

結
果
、
無
文
と
判
断
し
た
。

（
４
）
出
土
土
器
類
を
実
見
し
た
が
、
八
世
紀
代
後
半
ま
で
下
が
る
も
の
は
確
認
で

き
な
か
っ
た
。
石
脇
第
３
遺
跡
の
土
器
類
は
八
世
紀
前
葉
ま
で
に
収
ま
る

可
能
性
も
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
掘

立
柱
建
物
の
区
画
溝
に
つ
い
て
は
白
磁
が
出
土
し
て
い
る
点
か
ら
十
二
世
紀

代
で
あ
り
、
古
代
の
掘
立
柱
建
物
と
は
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

（
５
）
山
陽
道
の
他
に
も
瓦
葺
き
の
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
る
駅
家
跡
は
あ
る
（
木

本
二
〇
〇
八
）。
ま
だ
実
態
が
不
明
な
遺
跡
が
多
く
、
今
後
の
調
査
・
研
究

を
待
ち
た
い
。
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